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広島市景観計画

　広島市では、平成 26 年 7 月に景観法に基づく広島市景観計画（以下「景観計画」という。）を策定し、
平成 27 年 1 月より景観法に基づく建築物・工作物等の届出制度を開始しました。
　景観計画は、市民、事業者、行政が連携・協働して、本市の目指す「美しく品のある都市景観」
を総合的かつ計画的に実現していくための景観形成の方針やルール、方策などを体系的に示すもの
です。
　「美しく品のある都市景観」を実現するためには、個々の建築物等の単体としての美しさだけでな
く、周辺の景観特性を踏まえた、計画対象地によりふさわしい計画・デザインとなるよう、良好な
景観形成に向けた工夫や配慮が不可欠です。
　本ガイドラインは、良好な景観形成の一助となることを期待して、景観計画「第 7 章　建築物・
工作物等の届出制度」について解説するもので、届出対象となる行為や形態意匠の基準などについて、
具体的な考え方や配慮の方法、手続の流れなどを示しています。また、景観計画の届出を要しない
場合でも、市民、事業者、行政など景観に関わるすべての方に、美しく品のある都市景観の創出に
向けた取組の参考にしていただくことを目的としています。

令和 4 年 1 月

ビジョン編

推進編

    
高さの最高限度の基準・良好な景観
の形成のための基準は別冊としてい
ます。

　

美しく品のある都市景観の創出に向けて

　　　　　　　　　　　　　第 1章　基本的事項

第 5章　景観計画区域等

第 10章
公共施設及び
景観重要公共施
設の整備方針等

第 11章
景観づくりを
総合的に推進
するための方策

第 7章
建築物・工作物等
の届出制度

第 8章
屋外広告物に
関する基本方針

第 9章
景観重要建造物
及び景観重要樹
木の指定及び保
全・活用の方針

　　　　　　　　　　　　　第 2章　課題
第 3章

理念、基本方針
第 4章

施策展開の方向性

　  

景観計画のうち、本編第 7章
の内容を解説しています。

広島市景観形成
ガイドライン

広島市景観形成ガイドライン
（原爆ドームを望む南北軸の眺望景観）

はじめに

第 6章　原爆ドームを望む南北軸線上の眺望景観の保全・形成

    
形態意匠の基準のうち、色彩の基準
については別冊としています。

広島市景観色彩
ガイドライン

解 説
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　景観計画に基づく届出制度について解説した「景観形成ガイドライン」及び「景観色彩ガイドラ
イン」は、以下のような構成となっています。

広島市
景観形成

ガイドライン

届出、
形態意匠の
基準等の
解説

広島市
景観計画
（本編）

以下は「西風新都地区」の例（P125〜 P132）

1 対象エリア

届出書類等の作成
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
出
力

　提出書類やその記入方法
等については、景観形成ガ
イドライン（第 6章）で解
説しています。

　本編第 7章では、地区・区域
ごとに、設計に必要な情報をま
とめています。実際の計画に当
たっては、対象地区のページを
ご確認ください。

届出書

景観
チェック
リスト

その他
添付図書
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第 7章

本編第7章の構成
　1 対象エリア
　2 景観形成の方針
　3 届出対象行為
　4 形態意匠の基準
　5高さの最高限度の基準
　6良好な景観の形成のための基準

地区ごとの景観形成の方針等
（本編 P51〜 P187）

3 届出対象行為 4 形態意匠の基準（建築物）

解説 解説

届出対象行為の解説例届出書類等の
作成方法の解説例

⇒解説（P8〜 P21）⇒解説（P52〜 P63） ⇒解説（P22〜 P49）

形態意匠の基準の解説例
（建築物）

解説

形態意匠の基準
（建築物）

色彩の基準
（建築物）

その他

水と緑、にぎわい・おもてなし関連地区、西風新都地区、一般区域

建築（築造）
面積 1,000m2
を超えるもの

又
は

高さ13mを超える
ものは、届出対象

幅員10ｍ超の道路の角
地、主な河川又は港湾に
面する部分に係る建築物
等の場合、高さ7ｍを超
えるものは、届出対象

工作物1
（サイロ）
工作物 1
（サイロ）

5階建て以上
を想定

5階建て以上
を想定

工作物 1
（電波塔）
工作物 1
（電波塔）

3階建て以上
を想定

3階建て以上
を想定

工作物 1
（物見塔）
工作物 1
（物見塔）

13m
7m7m

屋外階段をルーバー
等で目隠しする。

抜粋

第１号様式（法第１６条関係） 
 

広島市景観計画区域内行為（変更）届出書 
 

 
注意 
１ □欄は、該当する□にチェックしてください。 
２ ※１印の欄は、届出者に代わって代理の方が手続をされる場合に記入してください。届出者本人の場合
は記入不要です。 

３ 太枠の欄内には、記入しないでください。 

令和   年  月  日 

広島市長 宛て  

届 出 者   

 （建築主等） 

 

住  所 

氏  名                        

電  話 

 （法人にあっては、主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名） 

広島市景観計画区域内における行為について、景観法第１６条第１項（第２項）の規定により、関係図書

を添えて次のとおり届け出ます。 

行 為 の 場 所 広島市     区  

行 為 の 名 称 
（建築物等の名称） 

  

地区・区域区分 
□景観計画重点地区（                      地区（     地区））  □一般区域  
□主な幹線道路等に面する部分  □主な河川又は港湾に面する部分 
□リバーフロント・シーフロント地区のエリアと重複する場所 
□原爆ドーム北側眺望景観保全エリア（ □ 第一エリア  □ 第二エリア ） 

 

行 為 の 種 類 

□建 築 物 
□新築  □増築  □改築  □移転 
□外観を変更する修繕・模様替  □外観の色彩変更 

□工 作 物 １ 

□工 作 物 ２ 

□工 作 物 ３ 

工作物の種類 （                                 ） 

□新設  □増築  □改築  □移転 
□外観を変更する修繕・模様替  □外観の色彩変更 

□開発行為等 
□開発行為  □土石の採取、鉱物の掘採 
□土地の形質の変更  □屋外における土石、廃棄物などの物件の堆積 

行 為 の 期 間 着手予定日 令和  年  月  日 ～ 完了予定日 令和  年  月  日 

事前協議要綱第５条第３項（事前協議）に 
基 づ く 協 議 済 証 年 月 日 及 び 番 号 

平成 

令和 
  年   月   日 広     第       号 

計 画 の 内 容 
□景観法に基づく届出等に係る事前協議に関する取扱要綱第６条第２項の規定により添付
図書を省略 （この場合、同要綱同条第３項の規定により、行為の着手の制限期間を７日に短縮） 

□別添の図書のとおり 

代 理 者 ※1 

住 所  
氏 名                            
電 話  
上記の者を代理者と定め、下記の事項を委任します。 
（委任事項） □上記の行為に関する本書（関係図書を含む。）の提出及び訂正並びに 

広島市から交付される文書の受領に関する一切の権限 
□その他（                                       ） 

   

受 付 欄 令和    年    月    日 第        号 

 
備 

考 
 

　計画地が、どの対象エリア
に属するかを確認します。
　エリアの詳細は広島市ホー
ムページの「ひろしま地図ナ
ビ」で確認してください。
https://www2.wagmap.jp/
hiroshimacity/Portal

書類作成の
解説

 第６章  第３章  第 4章

第1章　景観形成ガイドラインの使い方
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（別冊）
広島市

景観色彩
ガイドライン

色彩基準等
の解説

21

景
観
色
彩
ガ
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つ
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て

1

景
観
色
彩
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識

３　
地
区
・
区
域
ご
と
の
景
観
色
彩
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3
地
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と
の

景
観
色
彩

豊かな緑と調和した潤いある都市拠点としての色彩景観

　色彩の現況と課題

　目標とする色彩景観

2 景観計画重点地区・一般区域の色彩

西風新都地区

　本地区では、平成 7年 1月から、「西風新都アーバンデ
ザイン推進要綱」に基づく景観協議を実施しており、市民・
事業者・行政の協力によって快適で魅力ある景観形成を
進めています。
　地区の中心となっている大塚業務地区には、超高層マン
ションをはじめ特徴的なデザインの集合住宅など住商が一
体となった街並みが形成されています。
　また、地区内には工場や物流施設などが集積する地区
もあり、こうした地区では高明度・低彩度色を中心とした
先進的な印象の建築物が多く見られます。
　学研地区には、広島市立大学などが立地しており、学校
ごとに特徴ある色使いが見られます。
　施設用途は多様ですが、全般には暖色系色相の中低彩
度色が中心であり、丘陵地の緑から突出するような派手な
建築物はごく少数に限られています。

　緑豊かな丘陵地との調和を図りながら、多様な施設用途
の建築物がそれぞれにふさわしい色使いを行い、自然に囲ま
れた都市拠点にふさわしい個性的で潤いが感じられる色彩
景観を形成します。

　本地区では、多様な施設用途に対応するために比較的
緩やかな色彩制限を行っています。
　個々の特性を生かした個性的な色彩表現を可能として
いますが、地区の景観の基盤となっている豊かな緑との調
和を考慮するとともに、街区や沿道のまとまりにも配慮し、
周囲から突出するような独善的な色使いは避けてください。
　屋根色についても、比較的緩やかな制限としていますが、
生きた植物の緑（彩度 6程度）よりも鮮やかな色彩となら
ないよう、深みのある落ち着いた色使いを検討してください。

　建築物等の色彩基準

　色彩基準の設定意図と色彩選択の留意点

基準の適用部位 色相 明度 彩度

建築物の外壁
工作物※の外観

基調色
0R～ 5Y

8超 4以下

4以上 8以下 6以下

上記以外 4以上 1以下

補助色
強調色

できるだけ低層階で用いる

建築物の屋根 屋根色 ─ ─ 6以下

1

2

3

4

5

6

7

8

9

明
度

0.5N 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14
彩度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

明
度

0.5N 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14
彩度

明
度

彩度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0.5N 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0.5N 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

明
度

彩度

明
度

彩度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0.5N 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0.5N 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

明
度

彩度

明
度

彩度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0.5N 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0.5N 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

明
度

彩度

明
度

彩度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0.5N 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0.5N 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

明
度

彩度

R（赤）系の色相

YR（黄赤）系の色相

5.1Y（黄）～GY（黄緑）系の色相

BG（青緑）系の色相

B（青）系の色相

Y（黄）系の色相（0.1Y～5Y）

G（緑）系の色相

PB（青紫）系の色相

P（紫）系の色相

RP（赤紫）系の色相

凡例

外壁又は外観の
基調色の使用可能範囲

屋根色の使用可能範囲

凡例

外壁又は外観の基調色の使用可能範囲

屋根色の使用可能範囲

　地区の景観になじみやすい外壁色の例

5.0YR8.0/0.5
[15-80A]

5.0YR8.0/1.0
[15-80B]

10YR7.0/1.0
[19-70B]

N8.0
[N-80]

5.0YR7.0/1.0
[15-70B]

5.0YR8.0/2.0
[15-80D]

10YR7.0/2.0
[19-70D]

N7.5
[N-75]

10R7.0/2.0
[09-70D]

5.0YR7.0/2.0
[15-70D]

2.5Y7.0/1.0
[22-70B]

2.5Y7.0/2.0
[22-70D]

5.0G8.0/0.5
[45-80A]

N8.5
[N-85]

10YR8.0/1.0
[19-80B]

5.0Y8.0/0.5
[25-80A]

5.0G7.0/1.0
[45-70B]

5.0G6.0/1.0
[45-60B]

10R6.0/1.0
[09-60B]

5.0YR6.0/1.0
[15-60B]

10YR6.0/2.0
[19-60D]

2.5Y6.5/1.5
[22-65C]

5.0PB8.0/0.5
[75-80A]

5.0PB7.0/1.0
[75-75B]

5.0PB6.0/1.0
[75-60B]

N7.0
[N-70]

10R6.0/2.0 
[09-60D]

5.0YR6.0/2.0
[15-60D]

10YR6.0/3.0
[19-60F]

2.5Y6.0/2.0
[22-60D]

N6.0
[N-60]

10R5.0/3.0
[09-50F]

5.0YR5.0/3.0
[15-50F]

10YR5.0/3.0
[19-50F]

2.5Y5.0/2.0
[22-50D]

N5.0
[N-50]

※周辺の景観要素や隣接する建物の色彩などに配慮し慎重に選定してください。

※日よけ、雨よけ等を除く
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2 景観形成の方針

129
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130

7
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131

6

10
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7
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8
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4 8 6

4 1

6

　建築物の建築や工作物の
建設、開発行為等を計画す
る場合は、あらかじめ景観
計画（本編）の対象地区の
景観形成の方針をよく読み、
景観形成の考え方を把握し
て計画を進めてください。

4 形態意匠の基準（工作物・開発行為等） 4 形態意匠の基準（使用可能色）

（開発行為等）

色彩基準の解説例

解説

色彩の基準
（使用可能色の範囲）

形態意匠の基準
（工作物）

その他

形態意匠の基準
（開発行為等）

形態意匠の基準
（開発行為等）

造成後

造成前の地形にできるだけ合わせ、自
然環境や景観への影響が少なくなるよ
う努める。

造成前の地形

既存樹木の活用

緑のネットワーク

地区の景観になじみやすい
外壁色を例示

目標とする色彩景観につい
ての考え方を解説

色彩基準の設定意図と色彩
選択の留意点を解説

色彩の基準（工作物）
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 1 景観づくりの基本	

(1) 景観とは	

ア 多様な要素により構成される

イ 長年の積み重ねにより形成される

　景観は、自然的な要素や人工的な要素の上に、人々の生活や都市活動などが加わって構成されて
います。
　私たちは、これらの要素を、物理的、心理的、自然的な要因を通して、景観として見ています。

　現在私たちが目にしている景観は、地域の自然条件や気候風土の中で、過去の時代の価値観や社
会情勢などを背景とした先人たちの営みが、長い年月を経て積み重ねられた結果として形づくられ
ているものです。
　特に、地域にとって特徴ある魅力的な優れた景観は、古くから大切に育まれたものであり、味わ
い深いものとなっています。
　このような先人たちが築いてきた景観を受け継ぎ、美しく、親しまれる景観として、次世代に継
承していくことは、現代の私たちの使命です。
　このため、新たにつくられる建築物等については、積み重ねられた既存の景観を損ねることのな
いよう慎重に検討することが大切です。

自然
（山・川・海・島・平地・丘陵地）

見え方・感じ方に
影響する主な要因主対象（見る対象）

物理的
　・人の動き
　・ものの動き
　・距離　　等

心理的
　・経験（物語）
　・愛着
　・価値感　等

自然的
　・季節
　・天候（晴・雨）
　・時刻　　等

広島城築城以来の都市の歴史
（城下町）

人工的

視線

視点場

（固定・移動）
自然的

原爆による廃墟からの復興
（原爆ドーム・平和記念公園・
　　　 　平和大通り・河岸緑地）

生活（伝統行事・まちづくりイベント）
都市活動（建築物等の更新）

　景観づくりは、市民、事業者、行政などの担い手により、様々な考え方のもとで進められることから、
街全体の景観として調和が図られないおそれがあります。そのため、良好な景観形成に向けた一定
のルールを定め、適切にコントロールすることが大切です。　

ウ 多様な担い手が関わって形成される

本編 4 ページ

第2章　景観づくりに向けた基本的考え方
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(2) 市民共通の資産である	

　良好な景観は、街への愛着や誇りを醸成し、住み心地のよさにつながるとともに、都市の魅力を発
信し観光客などを呼び込む資源ともなることから、「市民共通の資産」として大きな価値があります。
　こうした景観を守り、育てていくことが極めて重要であり、そのためには、市民、事業者、行政が
景観に対する共通の認識を持ち、協働して継続的に景観形成に取り組むことが必要です。

(1) 景観形成には慎重かつ丁寧な対応が必要	

(2) 計画対象地等の状況に即した景観形成が必要	

　景観は、「１ 景観づくりの基本」で示したように、長年積み重ねられた多様な要素、多様な担い
手により形成されるもので、市民共通の資産としての特性を有しており、今後の景観形成に影響を
与える建築物等の計画やデザインにおいては、より慎重で丁寧な対応が必要です。

　景観計画では、「美しく品のある都市景観」の創出に向けて、
地形や市街地等の特性などに関する分析を踏まえ、地区・区域
ごとに景観形成の方針を取りまとめています。
　また、建築物等に関する具体的な行為の制限を示す「形態意
匠の基準」、「高さの最高限度の基準」、「良好な景観の形成のた
めの基準」は、最低限守るべきルールであり、地区・区域ごと
に一律に設定していますが、計画対象地とその周辺の景観特性
や状況は、同じ地区・区域内であっても個々の場所によって異
なります。特に一般区域では、場所ごとに景観特性が大きく異
なっています。
　このことから、形態意匠などの基準のみでは、良好な景観形
成に十分に対応できない可能性があるため、計画対象地におい
て、形態意匠などの基準を遵守しつつも、即地的（街区、通り、
向こう三軒両隣）に景観特性を勘案して、より良好な景観を検
討することが必要です。

 2 より良好な景観を形成するために	

計画対象地等の
状況把握

事前協議

計画・デザインの検討
（景観特性に応じた即地的な検討）

形態意匠の基準
高さの最高限度の基準

良好な景観の形成のための基準
（地区・区域ごとの一律の基準）

　良好な景観形成を実現するには、市民、事業者、行政が、それぞれの立場から相互に協力してい
くことが必要です。このことから、美しい景観は、景観形成に関わる全ての人の協力と配慮により
成り立っていると言えます。
　本市においても、昭和 56 年（1981 年）3 月に広島市都市美計画を策定して以来、40 年以上にわたり、
市民、事業者、行政と建築物や屋外広告物のデザインについて、要綱に基づく対話型の協議を進め
てきました。こうした対話型の協議は、良好な景観形成に非常に有効であると考えています。

　計画対象地にふさわしい計画・デザインとすることや、慎重かつ丁寧な検討を行う場の必要性
を踏まえ、「景観法に基づく届出等に係る事前協議に関する取扱要綱（以下「事前協議要綱」という。） 
」を策定し、景観法に基づく届出制度に先立つ制度として「事前協議制度」を設けています。
　この事前協議制度により、これまでの経験と実績を生かして、対話型の協議を行っています。

(3) 対話による良好な景観形成に向けた調整が必要	

※「景観法に基づく届出等に係る事前協議に関する取扱要綱」は、市ホームページ掲載のものをご覧ください。

※
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　事前協議制度は、市民、事業者、行政の考え方をすり合わせながら、良好な景観形成に向けた共通
の理解を醸成し、一緒に良好な景観をつくり上げていくためのデザイン調整の場として重要な役割を
担うものです。
　具体的には、景観計画に定めた地区・区域ごとの「景観形成の方針」や建築物等の「形態意匠の基準」、

「高さの最高限度の基準」、「良好な景観の形成のための基準」を具体的に勘案した上で、建築物等が計
画対象地にふさわしいデザインとなるよう、本市と事業者等が対話を通じて、協議・調整を行います。
　また、建築物等の色彩については、景観計画において地区・区域ごとに使用できる色彩の範囲を定
めていますが、より良好な景観形成に向けて、景観色彩ガイドラインに示す「地区の景観になじみや
すい色彩の例」を活用した協議・調整を行います。
　さらに、計画内容について本市と早めに協議・調整を行うことで、設計の手戻りを少なくし、スムー
ズな計画検討に役立つものと考えています。

 3 事前協議について	

■協議制度による景観配慮例

■景観計画と事前協議による良好な街並み景観づくりのイメージ

本編 23、31ページ

景観計画に基づく届出制度を補完し、
きめ細やかな景観誘導を行います。

景観形成方針や形態意匠の基準等
に加え、事前協議制度により、よ
り良好な都市景観を目指します。

協議前

規制・誘導イメージ 規制・誘導がない場合のイメージ

協議後
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ある街並みにおける景観の捉え方

　街なかの市街地と郊外の住宅地に建築敷地があります。あなたなら、このまちの景観特性をど
のように捉え、建築物を計画しますか？

■市街地の街並み景観

■市街地の街並み景観

■市街地の街並み景観

■郊外の住宅地の街並み景観

■郊外の住宅地の街並み景観

■郊外の住宅地の街並み景観

景観計画に定めた地区・区域ごとに一律の「形態意匠の基準」を最低限満たした例

計画対象地の状況とその周辺の景観特性を踏まえ、より良好な景観となるよう、さらに工夫した例

この空地に、
どのような建
築物を計画し
ますか？

この空地に、
どのような建
築物を計画し
ますか？

屋外階段を目隠しする。
建物の高さを周辺の街
並みに合わせ、色彩に
配慮する。

屋根の形状を街並みに
合わせ、外壁の位置も周
辺の建築物に合わせる。

敷地内の緑化を行う。

壁面の位置やスカイ
ラインを街並みに合
わせ、建築物のファ
サードを視点場側に
向ける。

外壁の色を
周辺の建築
物と調和さ
せる。

外壁の色を
周辺の建築
物と調和さ
せる。


